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◆ 分野長あいさつ 

 
高等研究院における全学的研究基盤体制の整備と研究成果の社会実装 

 

ゲノム研究分野長 下澤伸行 

 

 学内・学外の研究者の皆様には日頃よりゲノム研究分野の研究基盤、受託解析をご利用していただきあり

がとうございます。少しでも皆様の研究の発展に繋がっていることを願っています。 

 令和 2 年 4 月より科学研究基盤センターは高等研究院の中に改組され、その中でゲノム研究分野も新たな

スタートを切っています。王志剛院長・副学長には全学的かつ中長期的視野での学内研究基盤整備にご理解、

ご指導いただき、継続した学内研究支援を展開しています。改めてこの場を借りて深謝いたします。 

 ただ今春からの新型コロナ感染の拡大により、4 月からはゲノム研究棟の全館閉鎖、受託解析の全休止

期間を経て、その後、少しでも利用者の研究支援に繋がるために受託解析の一部開始を経て 6 月以降から

漸く、「新型コロナウイルス感染症における岐阜大学活動方針」を遵守して館内機器利用、受託解析の通常

業務を再開しています。 

 その中でも令和 2 年度概算要求の採択を受けて、DNA アナライザーを導入しシーケンス受託解析の学内

外提供に加え、第 3 期の年度計画に掲げている学内RNA 解析の普及を達成するためマイクロアレイ受託解

析にRNA 抽出精製・受託分析も提供して学内研究の推進に寄与しています。また学外に対しても平成 27

年度からの岐阜県中央家畜保健衛生所の受託契約を更新し、令和 2 年度には岐阜県食品科学研究所との新

規契約も締結しています。 

 さらに特筆すべきは長年、ゲノム研究分野の研究室レベルで行っていた全国医療機関に対する難病診断

機能を令和元年 8 月からは岐阜大学病院事業としてゲノム研究棟内に病院検査部難病検査室を設置し、保

健所の認可を受けて保険診療で開始しています。また令和 2 年 7 月からは遺伝子検査も保険診療で提供す

るとともに、「岐阜大学高等研究院遺伝子検査室」の衛生検査所登録を実現し、研究成果の社会実装を実

現するとともに東海国立大学機構内での岐阜大学のプレゼンス向上を目指しています。 

地域に根ざした質の高い教育研究を展開していくためには、できるだけ多くの教員学生の方に研究基盤

を提供して、研究の裾野を広げていくことも重要と考えています。引き続き、ご意見、ご要望をお聞かせ

いただければ幸いです。 
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1 ゲノム研究分野職員名簿（令和元年度） 

 

(1) 専任教員 
 

1. 教授（分野長）      下澤 伸行 

2. 准教授              須賀 晴久 

3. 助教                高島 茂雄 

 

 

(2) 非常勤職員  (注：*…教員個人の研究費で雇用、**…病院検査部の所属) 

 

1. 事務補佐員            小林 陽子 

2. 技術補佐員            脇原 祥子 

3. 技術補佐員            鷲見 真弓（令和元年 10 月から休職） 

4. 技術補佐員            横山 由貴（平成 31 年 4 月まで） 

5. 技術補佐員           大脇 詳子（令和元年 8 月から育休） 

6. 技術補佐員            西谷 令奈（令和元年 9 月から） 

7. 技術補佐員           臼井 綾子（令和元年 10 月まで＊） 

8. 技術補佐員*           豊吉 佳代子 

9. 研究補佐員**          大場 亜希子 

10. 技術補佐員*           勝   友美（令和元年 11 月から） 

 

 

(3) 研究員 
 

1. 特別協力研究員      野原 大輔 

2. 特別協力研究員      本田 綾子 
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2 令和元年度利用登録者及び研究テーマ 
(令和 2 年 3 月現在) 

学  部 講 座 等 利用責任者 登録番号 
登録 

人数 
研 究 テ ー マ 

教 育 学 理 科 教 育 古 屋 康 則 ED-03 8 魚類の生殖に関する生理・生態学的研究 

教 育 学 理 科 教 育 三 宅  崇 ED-06 7 生態系における生物間の相互作用、植物の性表現 

教 育 学 理 科 教 育 須 山 知 香 ED-07 3 高等植物の系統分類学的研究 

教 育 学 理 科 教 育 勝 田 長 貴 ED-08 1 倒立顕微鏡を用いた湖沼水塊中の懸濁物の観察 

教 育 学 家 政 教 育 久 保 和 弘 ED-09 2 
ウルトラファインバブルの有効性とそのメカニズ

ム，及び，基本的特性に関する研究 

地 域 科 学 地 域 政 策 学 向 井 貴 彦 RS-02 5 魚類のDNA 解析 

医 学 細 胞 情 報 学 中 島  茂 MD-03 2 細胞周期制御メカニズムの研究 

医 学 薬 剤 部 鈴 木 昭 夫 MD-05 4 
メトロニダゾールの薬効・副作用発現の個人差に

影響する薬理遺伝学的要因の探索 

医 学 腫 瘍 病 理 学 波多野裕一郎 MD-06 12 
腫瘍の発生から予防、幹細胞の動態を病理学的に

解明 

医 学 脳神経内科学 下 畑 享 良 MD-09 3 神経疾患における抗神経抗体の研究 

医 学 整 形 外 科 学 秋 山 治 彦 MD-19 3 骨格形成におけるマスター遺伝子の機能解析 

医 学 神 経 生 物 中 川 敏 幸 MD-20 5 神経発生・神経変性機構の分子メカニズムの解明 

医 学 医 療 管 理 学 永 井  淳 MD-21 1 
核DNA ならびにミトコンドリアDNA の多型解

析 

医 学 泌 尿 器 科 学 水 谷 晃 輔 MD-22 6 泌尿器科癌に関するマーカーの探索 

医 学 総合病態内科学 梶 田 和 男 MD−29 2 
脂肪細胞特異的REST 欠損マウスにおける肥満の

成因解明 

医 学 生体支援センター 大西紘太郎 MD-34 2 
癌の進展および転移と one carbon metabolism を介

した epigenetics の関連性 

医 学 再 生 医 科 学 青 木 仁 美 MD-36 2 色素幹細胞の未分化維持機構の解明 

医 学 再 生 医 科 学 本 橋  力 MD-41 1 
マウス神経堤細胞の遺伝子網羅的解析および細胞

表現型の解析 

医 学 病 態 制 御 学 長 岡  仁 MD-42 3 抗体記憶形成の分子機構解析 

医 学 神 経 統 御 学 山 口  瞬 MD-43 24 
マウス・ラットのさまざまな臓器における遺伝子

発現解析 

医 学 生命機能分子設計 大 沢 匡 毅 MD-45 3 
遺伝子改変マウスを用いた幹細胞制御機構の分子

基礎の解明 

医 学 形態機能病理学 竹 内  保 MD-46 2 
粘液癌形質と関係するTMEM207 の異常発現とそ

れにより影響を受ける分子経路メカニズムの検討 

医 学 再生分子統御学 手 塚 建 一 MD-48 4 歯髄細胞の性状解析 

医 学 寄 生 虫 学 前 川 洋 一 MD-51 3 感染症免疫 

医 学 病 態 制 御 学 千 田 隆 夫 MD-56 4 APC タンパクC 末端の多角的機能解析 

医 学 腫 瘍 制 御 学 吉 田 和 弘 MD-57 4 
p53 下流遺伝子Mieap (mitochondria eating protein) 

の乳腺腫瘍における発現とその意義」 

医 学 内分泌代謝病態学 飯 塚 勝 美 MD-58 3 糖尿病発症における転写因子の役割の研究 

医 学 救急災害医学 岡 田 英 志 MD-60 5 微小血管障害に対する新規治療法の開発 

医 学 病原体制御学 永 井 宏 樹 MD-63 7 病原細菌の認識と宿主応答に関わる因子の解析 

医 学 耳鼻咽喉科学 柴 田 博 史 MD-64 4 頭頸部がんの遺伝子発現解析 
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医 学 循環呼吸先端医学 三 上  敦 MD-65 1 
間葉系幹細胞の効果を用いた虚血性心疾患治療の

開発 

医 学 MEDC/連合創薬 丹 羽 雅 之 MD-61 1 
培養細胞及び組織切片の免疫蛍光染色によるイメ

ージングデータの取得 

工 学 化学・生命工学 横 川 隆 志 EG-02 9 
遺伝情報発現系に係る因子の基礎的研究と発現産

物の応用 

工 学 化学・生命工学 船 曳 一 正 EG-05 7 含フッ素有機材料化学の合成 

工 学 化学・生命工学 柴 田  綾 EG-07 7 
創薬を指向した機能性オリゴ核酸の開発に関する

研究 

工 学 化学・生命工学 満 倉 浩 一 EG-08 9 細菌およびカビを用いた酵素変換に関する研究 

工 学 化学・生命工学 上 田  浩 EG-09 11 
三量体G 蛋白質シグナルによる低分子量G 蛋白

質を介した細胞骨格制御機構の解明 

工 学 化学・生命工学 石 黒  亮 EG-12 1 オリゴマータンパク質に対する圧力効果 

工 学 化学・生命工学 纐 纈  守 EG-15 6 生理活性化合物の調製と解析 

工 学 化学・生命工学 岡  夏 央 EG-17 1 
核酸類縁体の化学合成に関する研究において、合

成した化合物の質量分析を行う 

工 学 化学・生命工学 大橋憲太郎 EG-21 10 
神経損傷における酸化ストレスおよび小胞体スト

レス経路の役割 

工 学 化学・生命工学 竹 森  洋 EG-22 12 細胞内シグナルの解明 

応用生物科学 応用生命科学 今 泉 鉄 平 AG-03 2 果物構造と電気的特性の関係 

応用生物科学 応用生命科学 島 田 昌 也 AG-04 8 代謝性疾患の発症・進展とその予防に関する研究 

応用生物科学 生産環境科学 山 本 謙 也 AG-05 6 
動物の卵成熟および受精過程における細胞骨格の

役割 

応用生物科学 生産環境科学 落 合 正 樹 AG-07 16 園芸植物の形態形質に関連する遺伝子解析 

応用生物科学 応用生命科学 中 川  寅 AG-10 29 

レニン‐アンジオテンシン系の生化学；アルギニ

ンメチル化の生体内機能の解明；タンパク質によ

る高効率触媒反応機構の解明 

応用生物科学 生産環境科学 小 山 博 之 AG-11 13 環境ストレス耐性関連遺伝子の機能解析 

応用生物科学 生産環境科学 片畑伸一郎 AG-12 1 
ヒノキのジベレリンに対する花成応答に関する研

究 

応用生物科学 応用生命科学 中 川 智 行 AG-13 12 
自然界からの有用微生物のスクリーニングとその

活用に向けた機能解析 

応用生物科学 応用生命科学 岩 間 智 徳 AG-14 4 細菌の走化性 

応用生物科学 応用生命科学 長 岡  利 AG-15 12 
食品成分による脂質代謝関連遺伝子発現の総合解

析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 淺 野  玄 AG-16 3 

野生動物に寄生する住肉胞子虫の遺伝学的解析，

外来生物の避妊ワクチンの開発，カモシカの保全

に関する研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 前 田 貞 俊 AG-17 3 
犬および猫の免疫介在性疾患における分子病態の

解明、犬の変性性疾患の病態解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 渡 邊 一 弘 AG-19 7 口内炎の研究、会陰ヘルニアの研究 

応用生物科学 生産環境科学 伊 藤 健 吾 AG-23 1 カワシンジュガイの環境DNA 分析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 椎 名 貴 彦 AG-24 4 冬眠時の遺伝子発現変化の解析 

応用生物科学 生産環境科学 土 田 浩 治 AG-25 6 ハチおよびザトウムシのゲノム研究 

応用生物科学 応用生命科学 山 内 恒 生 AG-27 2 Methylquercetin の癌転移抑制メカニズムの解明 

応用生物科学 生産環境科学 嶋 津 光 鑑 AG-28 3 
紫外線照射下のアマランサス（植物）のストレス

応答に関する活性酸素測定 
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応用生物科学 共 同 獣 医 学 齋藤正一郎 AG-29 4 椎動物脳における各種分子配列の解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 酒 井 洋 樹 AG-32 5 伴侶動物の腫瘍の分子生物学的解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 中 川 敬 介 AG-33 1 
様々な動物種を対象としたベータコロナウイルス

１種に対する疫学調査 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 福 士 秀 人 AG-36 4 
動物ウイルスおよびクラミジアの病原性発現機構

解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 西 飯 直 仁 AG-37 6 動物の代謝異常に関する研究 

応用生物科学 生産環境科学 向 井  譲 AG-39 5 
樹木のゲノムサイズの測定および遺伝的多様性の

解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 杉 山  誠 AG-42 10 人獣共通感染症病原体の遺伝子解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 高 島 康 弘 AG-44 4 寄生虫の感染機構に関する研究 

応用生物科学 応用生命科学 勝野那嘉子 AG-45 8 共焦点レーザー顕微鏡による食品中の脂質の観察 

応用生物科学 応用生命科学 鈴 木  徹 AG-47 18 腸内細菌おやおび皮膚常在菌のゲノム研究 

応用生物科学 生産環境科学 松 村 秀 一 AG-51 7 哺乳類・鳥類の遺伝的多型の研究 

応用生物科学 生産環境科学 山 本 義 治 AG-52 8 植物のプロモーター機能に関する研究 

応用生物科学 応用生命科学 柳 瀬 笑 子 AG-55 8 植物ポリフェノールの生物有機化学的研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 柴 田 早 苗 AG-56 2 犬・猫・豚におけるオピオイドの研究  

応用生物科学 共 同 獣 医 学 髙 須 正 規 AG-57 5 ブタの生殖工学に関する研究 

応用生物科学 応用生物科学 只 野  亮 AG-58 3 動物集団の遺伝的多様性の解析 

応用生物科学 応用生命科学 岩 橋  均 AG-62 9 酵母のゲノム研究 

応用生物科学 生産環境科学 山 根 京 子 AG-64 6 
ワサビなどの遺伝資源を用いた集団進化遺伝学的

研究 

応用生物科学 連合獣医学 浅 井 鉄 夫 AG-65 6 薬剤耐性菌の疫学 

応用生物科学 生産環境科学 松 原 陽 一 AG-67 5 
シソ科ハーブのメタボローム解析及び薬用植物の

内生成分解析 

応用生物科学 生産環境科学 清 水 将 文 AG-72 10 有用微生物を利用した植物病害防除に関する研究 

応用生物科学 応用生命科学 中 村 浩 平 AG-73 7 環境中原核生物の多様性解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 猪 島 康 雄 AG-77 11 
抗体の抗原認識機構の解明／牛白血病のマーカー

探索／ウイルス遺伝子解析 

応用生物科学 生産環境科学 大 西 健 夫 AG-80 2 環境DNA によるヒメドロムシの分布定量化 

応用生物科学 生産環境科学 日 巻 武 裕 AG-84 2 

アクチンフィラメント重合促進安定化剤であるジ

ャスプラキノリド処理がブタ卵子表層におけるア

クチンフィラメントの動態に及ぼす影響 

応用生物科学 応用生命科学 稲 垣 瑞 穂 AG-85 12 
牛乳タンパク質によるウイルス感染抑制機構の解

明 / ヒトと腸内細菌叢の共生機構の解明 

微生物遺伝資源保存センター 

 

田中香お里 RC-01 1 細菌ゲノムのシーケンス 

流 域 圏 植生管理研究分野 景 山 幸 二 RY-01 7 植物病原菌の分類および生態学的研究 

流 域 圏 流 域 水 環 境 石 黒  泰 RY-03 1 水環境に関係する微生物の検出・定量 

連 合 創 薬 創 薬 科 学 平 島 一 輝 DM-02 4 microRNA の抗腫瘍効果の検証 

連 合 創 薬 医 療 情 報 学 本 田  諒 DM-04 1 癌関連タンパク質の構造解析 
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生命の鎖統合研究センター 

 

鈴 木 健 一 HA-01 7 1 分子観察による細胞膜上のラフト機構の解明 

生命の鎖統合研究センター 

 

木 塚 康 彦 HA-02 11 糖鎖の生物学的機能と疾患との関連性の解明 

科学研究基盤センター ゲノム研究分野 須 賀 晴 久 LS-02 10 フザリウム菌のゲノム解析 

科学研究基盤センター ゲノム研究分野 下 澤 伸 行 LS-03 10 
ペルオキシソーム病の診断・病態解明・治療法開

発 

科学研究基盤センター 嫌気性菌研究分野 田中香お里 LS-06 4 細菌ゲノムのシーケンス 

科学研究基盤センター 機器分析分野 犬 塚 俊 康 LS-07 3 新規生物活性物質の構造解析 

科学研究基盤センター 機器分析分野 鎌 足 雄 司 LS-08 5 タンパク質の立体構造、揺らぎ、相互作用研究 

科学研究基盤センター ゲノム研究分野 高 島 茂 雄 LS-09 2 ゼブラフィッシュのゲノム解析 

岐阜薬科大学 医 療 薬 剤 学 北 市 清 幸 PH-03 3 

危険ドラッグおよびその代謝物の検出および同定

方法の開発、疼痛治療とサイトカインとの関係の

解明、細胞における薬物輸送機構の解析 

岐阜薬科大学 薬 化 学 平 山  祐 PH-05 7 
鉄イオン蛍光プローブを使った新規鉄制御化合物

スクリーニング 

岐阜薬科大学 生 化 学 遠 藤 智 史 PH-06 1 
論理的創薬を利用したオートファジー阻害剤の創

製研究 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 位 田 雅 俊 PH-07 15 
神経変性疾患に関連する細胞内凝集タンパク質の

解析 

岐阜薬科大学 衛 生 学 中 西  剛 PH-08 3 

性ステロイドホルモン作用の生理的意義の解明、 

Xenobiotics の代謝・排泄に関する研究、環境化学

物質の PPARγ を介した毒性発現機構の解明 

岐阜薬科大学 臨 床 薬 剤 学 神 谷 哲 朗 PH-10 1 
銅イオン含有タンパクによるがん微小環境恒常性

制御機構 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 保 住  功 PH-11 15 
特発性基底核石灰化症の診療エビデンス創出のた

めの遺伝子変異検索と機能解明 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 栗 田 尚 佳 PH-12 15 
特殊環状ペプチドダイマーを用いた脳内石灰化症

の治療薬の開発 

岐阜薬科大学 薬 理 学 山 下 弘 高 PH-13 1 食物アレルギーの発症機序の解明 

岐阜薬科大学 感 染 制 御 学 井 上 直 樹 PH-14 8 
モルモットサイトメガロウイルスに対する宿主防

御における抗体依存性貪食の役割の解明 

岐阜県中央家畜保健衛生所 

 

高 島 久 幸 EI-01 3 家畜の病原体のシークエンス解析 
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3 ゲノム研究分野共同利用機器紹介 

 

1-<1>-(2) マルチキャピラリーDNA シーケンサー 

  3130XL Genetic Analyzer 

  アプライドバイオシステム社  

4 色蛍光標識を用いた蛍光ジデオキシターミネータ

ー法及び 4 色蛍光プライマー法によるDNA の塩基

配列を決定する装置。16 本キャピラリーを装備。

ポリマー充填、サンプル注入、分離と検出、デー

タ解析は全てGeneMapper によりAFLP 解析、

SNPs 解析にも対応。96 ウェルプレートを 2 枚セッ

ト可能。約 70 分で 650 

塩基 × 16 試料の分析が

可能。2 台所有。受託解

析に使用。 

 

1-<1>-(3) DNA 多型解析ソフト 

   ジーンマッパー 

   アプライドバイオシステム社 

DNA フラグメントのサイズコールからアレルコー

ルを行うジェノタイピングソフトウェア。 

 

 

 

 

 

 

1-<1>-(4) マルチキャピラリー DNA シーケンサー 

   3500xL Genetic Analyzer 

   サーモフィッシャーサイエンティフィック社 

電気泳動キャピラリーを

24 本装備。先進的な温度

制御機構により温度コント

ロールの精度を改善。

RFID（無線 IC タグ）技術

で消耗品のデータの管理。 

70 分で 650 塩基×24 試料の分析が可能。受託解析

に使用。2016 年 2 月導入。                                  

 

1-<2>-(1) リアルタイム定量 PCR 

   ABI Step One Plus  

   アプライドバイオシステム社  

4 色／96 ウェルフォーマットで、精度の高い定量

リアルタイム PCR を実現。FAM™/SYBR® Green、

VIC® /JOE™、ROX™、TAMRA™などの蛍光色素

が検出でき、遺伝子発現解析、病原遺伝子の定

量、SNP ジェノタイピング、プラス/マイナス・ア

ッセイなどの実験が

出来る。従来の個体

どうしの比較のみな

らず、集団間の比較

を行うことが可能。 

 2 台保有 

 

1-<3>-(1) 核酸精製装置  

Maxwell 

  プロメガ社 

様々なサンプルからTotal 

RNA の抽出精製を行いま

す。 

高品質のRNA を再現性良

く抽出できます。 

平成 28 年 5 月導入 

 

1-<3>-(5) バイオアナライザ 

   2100 BioAnalyzer 

   アジレントテクノロジー社 

通常、DNA 分析ではゲル電気泳動、タンパク質分

析では SDS-PAGE で得る結果を、専用チップを使

用して短時間、簡単に得るための装置(最大 12 サ

ンプルの定性および定

量のデジタルデータを

30 分で取得可能)。抽出

したRNA の品質評価も

可能。 

(1) DNA関連機器 
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1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 

  G2545A 

  アジレントテクノロジー社 

DNA マイクロアレイのハイブリダイゼーションた

めのインキュベータ。取り外し可能なロータラッ

クを備え、回転速度とハイ

ブリダイゼーション温度の

設定が可能。最大 24 個の

オリゴDNA マイクロアレ

イ用ハイブリダイゼーショ

ンチャンバを固定可能。 

 

1-<3>-(7)  DNA マイクロアレイスキャナー 

   Array Scan 

   アジレントテクノロジー社 

Cy3、Cy5 の二色法と

単色法に対応する高

機能スキャナ。解像

度が 2μm で 244K/枚

などの高密度アレイ

の分析が可能。 

 

1-<5>-(1) エレクトロポレーター 

   Gene Pulser II  

   バイオラッド社 

エレクトロポレーションとは、電気パルスにより瞬

間的に細胞に穿孔しDNA 等の高分子を細胞に導入

する方法。大腸菌をは

じめとする細菌の形質

転換、動植物細胞に

DNA を導入に使用。 

 

 

 

 

 

 

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 

   Neon Transfection System 

   Life Technologies – Invitrogen 社 

核酸を哺乳類細胞へ導入する装置。 初代培養細胞

や幹細胞といったトランスフェクションが難しい

細胞を含め、多くの細胞で最大 90%の導入効率を

実現。 1 回の反応で 2×104個から 6×106個の細胞

にトランスフェクション可能。1 種類の試薬であら

ゆるタイプの細胞に

使用できる。エレク

トロポレーションの

条件を制限なく最適

化可能。  

 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 

   Luminex 

   ミリポア社 

少量（～25 μL）の試料をもとにマイクロビーズと

フローサイトメトリーを利用して最大 100 項目ま

でサイトカインやリン酸化タンパク質などの定量

測定ができる他、SNPs などDNA、microRNA の分

析などにも利用可能。 

  

 

 

 

 

 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 

   CHEF-DRII 

   バイオラッド社 

数百から数メガベース以上のDNA のシャープな分

離が可能。クロモゾームマッピング、RFLP 分析、

ジーンマッピング等に使用。 

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/url?q=http://ja.invitrogen.com/site/jp/ja/home/Products-and-Services/Applications/Cell-Culture/Transfection/Transfection___Selection-Misc/Neon-Transfection-System/Neon-Transfection-System-Information.html&sa=U&ei=bEHBUcPmBsKrkAW0z4GgCQ&ved=0CCsQFjAA&usg=AFQjCNE0S66mD3uro7kf3bhlOifRsdS1zg
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(2) タンパク質・プロテオーム関連機器 

 

2-<1>-(2) 質量分析装置 

   UPLC-MS 

   日本ウォーターズ社 

耐圧性に優れ、2 液

によるグラディエ

ント分析が可能。

UV 検出器を備えて

いる。ESI 法による

質量分析が可能。 

  

(3) 光学系分析機器 

 

3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナー 

   Typhoon 9400 

   アマシャムバイオサイエンス社  

放射性同位体と蛍光、ケミルミネッセンスの 3 つの

スキャンモードと、高い感度と解像度によるマイク

ロアレイ解析、

フラグメント

解析や、二次元

電気泳動解析

等に対応。 

 

3-<2>-(1),(2) マルチラベルプレートリーダー 

   Wallac 1420 ARVOsx (1) 

   Wallac 1420 ARVO SX-DELFIA (2) 

   パーキンエルマーライフサイエンス社  

1420 ARVOsx は 96 ウェルプレートをはじめ、様々

プレートを用いて蛍光、発光、蛍光偏光をハイスル

ープットで測定可能。96、384、1536 ウェル標準プ

レート、6、12、24、48

ウェル培養プレートに

対応。ARVOsx-DELFIA

は時間分解蛍光測定が

可能。 

3-<3>-(1) 冷却 CCD カメラ 

   Ez-キャプチャーAE-9150 

   ATTO 社 

冷却CCD カメラを利用して

発光を検出する。ウェスタ

ン・サザン・ノーザンブロ

ットにおけるケミルミ検出

などに利用可能。              

 

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 

   AEQUORIA 

   浜松ホトニクス社 

超高感度冷却CCD

カメラにより組織レ

ベルの蛍光・発光の

検出が可能 

 

 

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 

   NanoVue 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

キュベットを使用せず、少量試料の測定が可能。

CyDye 標識、核酸濃

度・純度、タンパク質

濃度などの測定に使

用。 

      

 

3-<4>-(2) 分光光度計 

   Ultrospec2100 pro 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

紫外から可視領域における試料の吸光度が測定で

きる装置。5μl の微量試

料に対応。核酸やタン

パク質の濃度測定など

に利用。      

  



38 

 

3-<4>-(3) 分光光度計 

  BioSpectrometer 

  エッペンドルフ社 

200～830 nm 自由選択波

長可能。 

自動比率計算によってス

ペクトルグラフに試料の

純度を表示できる。 

 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

   IN Cell Analyzer 2200 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

マルチウェルプレートへ播種した細胞等の全自動

撮影及び統計学的解析が行える。7 色の半導体ラ

ンプによって多色での蛍光観察と撮影が可能。全

自動で撮影された画像を付属のソフトウェアで統

計処理。薬剤の量的評価や未知薬剤のスクリーニ

ングなどにも使用可能。 

 

 

3-<6>-(1) フローサイトメーター  

   セルアナライザーEC800 

   ソニー社 

蛍光抗体で標識した細胞を高速に解析。オートサ

ンプラーによる 48 サンプル連続自動測定が可能。

4 本のレーザー（405, 488, 561, 642 nm）と 6 個の蛍

光検出器を搭載。 

 

 

 

3-<6>-(2) フローサイトメーター  

セルソーターSH800 

ソニー社 

蛍光抗体で標識した細胞を分取（ソーティング）

することができる。2 方向同時ソーティングおよび

96 ウェルプレートまでのマルチウェルプレートへ

のソーティングが可能。4 本のレーザー（405, 488, 

561, 638 nm）と 6 個の蛍光検出器を搭載。 
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(4) 顕微鏡 

 

4-<1>-(1) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 

   LSM510  

   カールツァイス社  

倒立型顕微鏡。光源にAr(488 nm)及びHeNe（543 

nm）レーザーを搭載、ピンホールの自動制御によ

りクリアな共焦点蛍光像が

得られる。細胞内における

タンパク質の局在等の解析

に力を発揮。また、焦点面

を変化させながら Z 軸の

連続画像を取り込み、コン

ピュータ上で立体画像構築

が可能。       

 

4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 

   LSM710  

   カールツァイス社  

458, 488, 514, 543, 633 nm のレーザーを搭載。タイ

ムシリーズ、FRAP、FRET の他に、スペクトルイ

メージング（近接した蛍光の分離、スペクトルカ

ーブの測定）も可能。 

 

 

 

 

 

 

 

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 

   Axiovert  

   カールツァイス社  

最高 5 種類のフィルターが 

装着できる。 

視野径が 23 mm 

 

4-<3>-(1) 正立型顕微鏡 

   Axioskop  

   カールツァイス社 

対物レンズは 5 倍、10 倍、20

倍、40 倍の 4 つがついてお

り、 カラーの写真撮影も可

能。 

 

 

4-<4>-(1) 実体顕微鏡 

   Stemi 2000 +  

   カールツァイス社   

 対物レンズは 5 倍、10 倍、20

倍、40 倍の 4 つがついてお

り、 カラーの写真撮影も可

能。 

7:1 ズーム機能で、連続可変

倍率から個別の倍率ステップ

まで変更できます。 

 

4-<4>-(2) 実体蛍光顕微鏡 

    LEICA MA10F 

  ライカ社 

×8 倍～×80 倍までの無段階拡大観察と写真撮影が

可能。 

蛍光は緑色蛍光（GFP, 

YFP）と赤色蛍光

（RFP, DsRed 等） 
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(5) バイオインフォマティクス関連機器 

 

5-<1>-(1) 電気泳動ゲル画像解析装置 

   Image Master Platinum 

   アマシャムバイオサイエンス社  

二次元電気泳動で分離されたタンパク質スポット

パターン、等電点、分子量、ボリューム等を解析。

ImageMaster 2D Elite、2D Database は 2 種類以上のゲ

ルの比較解析からスポットの有無、増減の数値化や

データベース化をサポート。ゲル、ブロッティング

メンブレンの画像はデスクトップスキャナー  

Image Scanner またはバ

リアブルイメージアナ

ライザーTyphoon など

の画像解析装置からは

TIFF 形式の取り込み

が可能。  

主要機能  

・ スポット検知、バックグラウンド削除 

・ 100 枚までの自動スポットマッチング  

・ マーカー/マーカースポットからの分子量・等電

点決定  

・ マッチングスポットの量変化の表示  

・ インターネットデータベースの検索  

・ 2D DIGE に対応 

 

5-<2>-(1) 蛋白質立体構造情報解析装置 

   DSModeling 

   Accelrys 社  

蛋白質・核酸の立体構造を 3 次元的に可視化する

装置。ホモロジーモデリング法とモレキュラーダ

イナミックス法に

より高分子の立体

構造を予測するシ

ステム。   

  

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 

   MASCOT 

   Matrix Science 社 

タンパク質の遺伝子同定を支援するシステム。デ

ータベースをもとに仮想上のペプチド断片の セ

ットを発生、MALDI-TOF によるペプチドMS フィ

ンガープリンティング

やTOF/TOF 解析で得

られる試料のデータと

照合することにより遺

伝子を同定。   

 

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

   ProteinLynx Global SERVER （PLGS） 

   Waters 社 

Waters Xevo Qtof の精密質量データを基として、独

自のフィルタリング機能や計算機能を用いて解析

を行う、定量的および

定性的プロテオミクス

研究の MS インフォマ

ティクスプラットフォ

ーム。 

 

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/パスウェイ解析  

データベース 

   IPA 

   トミーデジタルバイオロジー社 

マイクロアレイやメタボロミクス、プロテオミク

ス、RNA-Seq などの実験より得られたデータをも

とにして生物学的な機能の解釈やパスウェイ解析

を行うことができるソフトウェア。豊富な相互作

用情報や分子情報がデータベース化されているた

め、分子生物学の辞書としても使用可能。 
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5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析

ソフトウェア 

   GeneSpring 

   トミーデジタルバイオロジー社 

遺伝子発現アレイなどの数値解析、生物学的解析

など、さまざまな機能を搭載したデータマイニン

グソフトウェア。遺伝子発現解析機能に加え、

miRNA、Real Time PCR、CNV、SNP、Pathway 解

析等も行う事が可能。  

 

 

 

(6) クロマトグラフィー・電気泳動機器 

 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

   IPGphor + SE600 Ruby+Ettan Dalt6 

   アマシャムバイオサイエンス社 

等電点電気泳動と SDS ポリアクリルアミドゲル電

気泳動により、数千個のタンパク質を 2 次元で展

開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 遠心分離機 

 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 

   Optima L-70K 

   ベックマンコールター社 

最高 70 krpm。10 ml × 6 本

の超遠心分離が可能。 

 

 

 

 

 

7-<1>-(2) 微量超遠心分離機 

 Optima TL 

ベックマンコールター社 

最高 100 krpm。微量試料 1.5 ml × 6 本の超遠心分離

が可能。 

 

 

 

 

 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機  

   FDU-810 

EYELA 社 

少量から比較的多量な

たんぱく質、酵素等の

希釈水溶液の濃縮及び

乾燥、生体試料の濃縮

及び乾燥 。 
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(8) 培養機・細胞破砕機 

 

8-<1>-(1) 振盪培養機 

   TA-20R-FF 

   高崎科学器械株式会社  

20 本の 500 ml フラスコを往復または旋回で振盪。

温度範囲： 15℃〜60℃ 

振盪スピード： 50〜150 

rpm 

上部： 往復振盪専用 

下部： 旋回振盪専用 

 

 

 

8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 

   Biorupter 

   コスモバイオ社  

 密閉式で複数試料の同時超音波処理が可能。 

10 ml 用スピッツなら最

大 24 本、1.5 ml マイクロ

チューブなら 24 本、50 

ml チューブなら 12 本。

マルチタイマーにより破

砕時間のセットが可能。      

 

8-<4>-(2) ビーズ式ホモジナイザー 

   マルチビーズショッカー  MB455GU(S) 

   安井器械株式会社 

試料をガラスビーズやメタルコーンと共に撹拌す

ることで破砕。試料間のクロスコンタミネーショ

ンやRnase の混入を防

止。酵母、バクテリア、

カビ、固い動物組織、植

物組織を数十秒〜数分で

破砕。 

 

 

 

              

8-<5>-(1) ポリトロンホモゲナイザー 

   PT-2100 

   Kinematica 社 

ドライブシャフトの先端にある

回転刃を高速で回転させること

で生じる水流と、キャビテーシ

ョンによる超音波で試料を破

砕。動物や植物の組織からの

RNA 抽出等に使用。 
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4 利用の手引き 
 

(1) 利用者資格・登録 

① 利用者資格 

 岐阜大学科学研究基盤センターゲノム研究分野（以下「ゲノム研究分野」という。）を利用でき

る者は、岐阜大学及び岐阜薬科大学の職員、大学院生、学生及びゲノム研究分野長（以下「分野

長」という。）が適当と認めた者とする。 

② 利用者・利用責任者・経費負担責任者 

 利用に際しては、利用責任者(利用についての責任を持つ者で、教員に限る)より、経費負担責任

者(利用に係る経費について責任を持つ者で、教員に限る)と利用者を明記した利用登録申請書を分

野長に提出して承認を得なければならない。登録期間は利用開始日から利用開始日の属する年度末

までを限度とする。また、共同利用機器の利用者については、承認を得た者のうち該当機器の講習

会やトレーニングコースに参加した者、操作に習熟した者及び操作に習熟した者の下で利用するも

のとする。 

③ 利用登録申請方法 

 利用登録申請の方法については、ゲノム研究分野のホームページ内 「利用登録申請」の項を参

照して利用責任者が申請する。 

④ 登録内容の変更・利用中止 

 登録申請書の記載事項に変更が生じた際、又はゲノム研究分野の利用を中止した際、利用責任者

は速やかに、その旨を分野長に届け出ると共に、変更の場合は承認を得なければならない。 

⑤ 利用承認の取消し 

 利用者が法令及び岐阜大学規則を遵守しない場合やゲノム研究分野の運営に支障を生じさせる場

合、分野長は利用承認を取消すこと、又は一定期間その者の利用を停止させることができる。 

 

(2) 利用料 

 利用に係る料金は、別項の料金表に従って経費負担責任者が負うものとし、運営費交付金、寄付

金、受託研究費、科学研究費補助金の振替により行う。 

 

(3) 業績の提出について 

 利用責任者は、次年度に利用を継続する場合は前年分（1～12 月）を、次年度に利用を継続しな

い場合は当該年度の業績（論文・著書）を、利用登録申請書に従ってゲノム研究分野に提出しなけ

ればならない。 

 

(4) 休業日・利用時間・時間外利用 

① 休業日 

 土曜、日曜、国民の祝日に関する法律で規定された休日、12 月 29 日から翌年 1 月 3 日までをゲ

ノム分野の休業日とする。ただし、分野長が必要と認める場合、臨時に休業日を変更し、又は定め

ることがきることとする。 

② 平日利用時間 

http://www1.gifu-u.ac.jp/~lsrc/dgr/touroku/
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 平日（休業日以外の日）の利用時間は、9 時から 17 時までとする。ただし、分野長が必要と認

める場合は利用時間を変更できることとする。 

③ 時間外利用 

 平日の利用時間外（17 時 ～翌朝 9 時）にゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として該

当日の 16 時までにゲノム研究分野と利用責任者の両方へ時間外利用願いを提出するものとする。

また、休業日にゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として利用前平日の 16 時までにゲノ

ム研究分野と利用責任者の両方へ時間外利用願いを提出し、1 利用機種につき 500 円の追加料金を

負担するものとする。 

 

(5) 共同利用機器・受託解析の利用 

① 利用料 

 別項の料金表に従うものとする。 

② 利用手続き 

利用者は、ゲノム研究分野のホームページにて該当機器の予約手続きを行うものとする。 

予約は 2 ヶ月先の月末までを限度とし、１回分の予約は原則として 24 時間以内とする。 

同一グループの連日予約は原則 2 日までとし、更に連日の使用を希望する場合はゲノム研究分野

に相談することとする。 

③ 機器不調・損傷 

機器に不調・損傷が見られた場合、利用者は直ちに管理室に連絡することとし、そのまま使用し

てはならない。 

利用者の不注意によって機器を不調にしたり、損傷したりした場合の修理費は経費負担責任者が

負うものとする。 

④ 機器の利用記録 

使用記録簿が設置されている機器を利用した場合は、利用者はその都度必要事項を記入しなけれ

ばならない。 

 

(6) 実験室等の利用 

① 利用料 

別項の料金表に従うものとする。 

② 利用手続き 

植物用グロースキャビネット、実験台、実習室、研修セミナー室、P3 レベル実験室、植物栽培

室、P1 温室を利用しようとする場合、利用責任者はそれぞれの利用申込書(別紙様式第 2 号～第 6

号)により手続きを行うものとする。 

③ 利用終了、中止の際の原状復帰 

 利用を終了または中止したとき、利用責任者は、速やかに実験室等を原状に復帰すると共に、管

理室にその旨を報告してゲノム研究分野による利用終了確認を受けなければならない。 

④ ゲノム研究分野内の飲食 

 ゲノム研究分野内での飲食は、所定の場所で行うこととする。 

⑤ ゴミの処理 

http://lsrcgenome.sakura.ne.jp/index2.html
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 実験等で出たゴミは、できる限り各自で持ち帰ることとする。 

(7) 機器の貸出し 

ゲノム研究分野所有の小型機器の貸出しを希望する場合、利用責任者は当分野に相談の上、機器

貸出し申込書（別紙様式第 9 号）により手続きを行うものとする。 

 

(8) 機器の持込み 

① 機器の搬入 

利用者がゲノム研究分野に持ち込む機器は必要最小限の小型機器とし、大型機器を搬入してはな

らない。 

小型機器をゲノム研究分野に搬入する場合、利用責任者は当分野に相談の上、小型機器搬入申込

書（別紙様式第 7 号）により手続きを行うものとする。 

② 搬入した小型機器の所属表示、維持・管理 

搬入した小型機器には利用責任者の氏名、連絡先を明記することとし、その維持・管理は、利用

責任者が行うものとする。 

③ 搬入した小型機器の搬出 

承認期間が満了したとき、利用責任者は搬入した小型機器を速やかに搬出しなければならない。 

 

(9) ゲノム研究棟出入りの方法 

ゲノム研究棟及びゲノム研究棟 RI 実験室への出入りは、利用登録申請書を提出し認証登録を完

了した職員証カード、学生証カード、または Felica 式施設利用証を使用するものとする。 

 

(10) 緊急事態発生の際の措置 

緊急事態が発生した場合、利用者は各部屋に表示してある緊急避難経路、ガスの元栓の場所、電

源の場所を参照して適切に対処すること。 

 

(11) 利用上の問題点の処理 

利用者がゲノム研究分野の利用で問題を感じた場合、ゲノム研究分野の教員を通じて分野長に申

し出ることとする。分野長は、必要に応じてセンター長に報告すると共に運営委員会で審議の上、

改善を図るものとする。 
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別紙 ゲノム研究分野利用料金表                        令和 2.4.1

現在 

事     項 料金 備考 

1. 登録料 

(1) 登録料 
1,000 円/ 

グループ・年 

※年度毎の更新 

（4/1 ～3/31） 

2. 受託料金表 ※ n-<n>-(n)は管理番号 

DNA 受託解析 

1-<1>-(2) DNA シーケンサー3130（反応済） 200 円/ 

サンプル 

(1~95 サンプル) 

※96 サンプル以上 

   150 円/サンプル 

1-<1>- 

(2),(4) 

DNA シーケンサー3130,3500（反応

前） 

700 円/ 

サンプル 

(1~29 サンプル) 

※30～94 サンプル 

  500 円/サンプル 

※95 サンプル以上 

  350 円/サンプル  

※大量サンプル応相談 

1-<1>-(1) DNA シーケンサー3130 

（フラグメント解析） 

200 円/ 

サンプル 

(1~95 サンプル) 

※96 サンプル以上 

  150 円/サンプル 

  シーケンスオプションサービス 

 （PCR 増幅・PCR 産物精製など） 
個別相談 

  

RNA 受託解析 

1-<3>-(1) Promega Maxwell（RNA 抽出精製受

託） 

細胞 850 円/ 

1 サンプル 

組織 1200 円/ 

1 サンプル 

※ 濃度純度測定含む 

※ BioAnalyzer による 

品質チェックは別料金 

1-<3>-(5) バイオアナライザ Agilent 2100 

（RNA 受託分析） 

5,000 円/分析 

(1~12 サンプル) 

※ 試薬・チップ代含む 

※ チップのみ 3,000 円 

マイクロアレイ受託解析 

1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ 25,000/ 

1 サンプル 

スライドは実費 

アレイスライド代金の 

目安          

・8 アレイ―約 20 万円 

・4 アレイ―約 10 万円 

16SrRNA 配列解析 

  16SrRNA 配列解析（細菌の同定） 10,000 円/ 

1 サンプル 

※ 相同性検索含む 

3. 共同利用機器料金表 ※n-<n>-(n)は管理番号 

DNA 関連機器 

1-<1>-(1), 

(2),(4) 

DNA シーケンサー3130,3500 受託料金表 

参照 

※ 相託のみ 

1-<1>-(3) DNA 多型解析ソフト ジーンマッパー ---   

1-<2>- 
(1),(2) 

リアルタイム定量 PCR 

 ABI Step one plus 

500 円/使用 ※ 1 使用=3 時間迄 

（3 時間以上使用 = 

2 使用～） 
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1-<3>-(5) バイオアナライザ 

 Agilent 2100 --- 

※ チップ 3,000 円/1 枚 

※ 受託分析は 

受託料金表参照 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 

  Agilent G2545A  

1,000 円/使用   

1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ 

  Agilent ArrayScan 

1,000 円/ 

スキャン 

  

1-<5>-(1) エレクトロポレーター 

Gene Pulser II  

貸出の場合 

 100 円/週 

  

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 

Neon Transfection system 

貸出の場合 

 100 円/日 

※利用は要相談     
※10 l キット 2,000 円/ 

1 使用 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 

Luminex 

500 円/使用 ※利用は要相談 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 

CHEF-DRII 

500 円/泳動 ※利用は要相談 

1-<8>-(1) UV クロスリンカー GS Gene Linker   ※利用は要相談 

タンパク質・プロテオーム関連機器 

2-<1>-(2) 質量分析装置 UPLC-MS 1,000 円/使用   

光学系分析機器 

3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナ Typhoon 9400 500 円/使用   

3-<2>-(1) マルチラベルプレートリーダー 

  Wallac1420 ARVO SX 
300 円/時間   

3-<2>-(2) マルチラベルプレートリーダー  

  Wallac1420 ARVO SX-DELFIA 
300 円/時間   

3-<3>-(1) 冷却 CCD カメラ Ez-キャプチャー 

AE-9150 
250 円/時間   

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 

 AEQUORIA 
500 円/使用   

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 NanoVue ---   

3-<4>-(2) 分光光度計 Ultrospec2100 pro --- ※利用は要相談 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

  IN Cell Analyzer（撮影） 
500 円/使用 ※解析ソフトのみの 

利用は無料 

3-<6>-(1) フローサイトメーター セルアナライ

ザー 

EC800 

500 円/使用   

3-<6>-(2) フローサイトメーター セルソーター 

SH800 

500 円/使用 ※チップ 3,000 円/1 枚 

顕微鏡 

4-<1>-(1) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM 

510 

500 円/使用   

4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM 

710 

1,000 円/使用   

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 Axiovert 250 円/使用 ※蛍光使用時のみ 

4-<2>-(2) 実体蛍光顕微鏡 LEICA MZ 10F 250 円/使用   



48 

 

4-<3>-(1) 正立顕微鏡 Axioskop ---   

4-<4>-(1) 実体顕微鏡 Stemi 2000 ---   

バイオインフォマティクス関連機器 

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 

 MASCOT 
---   

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

  ProteinLynx Global SERVER 
---   

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/ 

パスウェイ解析データベース IPA 
--- ※利用は要相談 

5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析 

ソフトウェア 

  GeneSpring 

--- 
※利用は要相談 

クロマトグラフィー・電気泳動関連機器 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

  IPGphor+SE600 Ruby+Ettan Dalt6 
1,000 円/使用   

遠心分離機 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 Optima L-70K --- ※利用は要相談 

7-<1>-(2) 微量超遠心分離機 Optima TL --- ※利用は要相談 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機 FDU-810 --- ※利用は要相談 

培養機・細胞破砕機 

8-<1>-(1) 振とう培養器 TA-20R-FF ---   

8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 Biorupter ---   

8-<4>-(2) ビーズ式ホモジナイザー 

  マルチビーズショッカー 

MB455GU(S) 

100 円/使用   

8-<5>-(1) ポリトロンホモゲナイザー PT-2100 ---   

3.実験室・実験台 

(1) 実験台（1 スペース分:中央実験台半

分） 

10,000 円/月   

(2) 植物用グロースキャビネット 

コイトトロン（401） 
5,000 円/月   

(3) 植物栽培室 10,000 円/月   

(4) P1 温室 50,000 円/月   

(5) 研修セミナー室 400 円/時間 ※学外のみ課金 

4. 時間外利用料金 

(1) 時間外利用料金 
100 円～500 円

/使用 

＊土日祝日他 

当分野が定める休館日 
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5 令和元年度活動状況報告 

 

(1) 講習会・セミナー等 

◆ 令和元年 5 月 22 日（水）10:00〜11:30、13:30〜15:00 

23 日（木）10:00〜11:30、13:00〜15:00 

  科学研究基盤センターゲノム研究分野機器講習会 

                  [共焦点レーザー顕微鏡 Carl Zeiss LSM 710] 参加者 25名 

 

◆ 令和元年 9 月 25 日（水）13:00〜14:00、14:00〜 

科学研究基盤センターゲノム研究分野バイオトレンドセミナー 

                         [卓上型電子顕微鏡 Miniscope] 参加者 16名 

 

◆ 令和元年 8 月 16 日（金）9:30～16:30 

      [中学生のための生命科学体験プログラム「君にもできる DNA 鑑定」]  参加者 30名 

 

◆ 令和元年 8 月 19 日（月）9:30～16:30、20 日（火）9:30～16:30 

          [高校生のための生命科学体験プログラム「ゲノムって何？」]  参加者 23名 

 

◆ 令和元年 5 月 29 日（水）9:30～16:00、30 日（木）9:30～16:00 

科学研究基盤センターゲノム研究分野実技トレーニングコース 

                       [リアルタイム定量 PCR 実践講座]  参加者 14名 

 

 

(2) ゲノム研究分野利用状況 
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(3) 共同スペース利用状況 

 

室名（室番号） 利用責任者（登録番号） 

植物栽培室（403） 

植物用グロースキャビネット 

P1 温室 

４Ｆ実験室（〜令和元年 10 月まで） 

小山 博之（AG-11） 

須賀 晴久（LS-02） 

清水 将文（AG-72） 

山内 恒生（AG-27） 
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ED06 
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RS02 

[6] Ito G., Koya Y., Kitanishi S., Horiike T., Mukai T. (2019) “Genetic population structure of the eight-

barbel loach Lefua echigonia in the Ise Bay region, a single paleo-river basin in central Honshu, 

Japan“ Ichthyological Research 66 411-416 
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(5) 令和元年度外部資金貢献実績 
 

登録番号 氏名 研究種目など 研究課題名 

ED-03 古屋康則 基盤研究(C) 
営巣繁殖する骨魚類の雄の腎臓分泌物の機能と起源に関する研
究 

ED-06 三宅 崇 
公益財団法人小川科
学技術財団研究助成 

雄性両全性異株植物の花粉を介した繁殖成功の推定 

ED-06 
大井真菜 
(大学院生) 

公益財団法人日本科学

協会笹川科学研究助成 

雄性両全性異株植物ミヤマニガウリの雄株と両性株の花粉親成

功比較と雄決定関連遺伝子伝達の関係の検証 

ED-07 須山知香 基盤研究(C) 
地域植物誌の証拠標本を、学校教育における活きた資料として
活用する試み 

ED-08 勝田長貴 
基盤研究(B) 
(分担) 

南北両半球の堆積物を用いた年レベルの偏西風経路復元と地球
温暖化影響の検出 

MD-06 波多野裕一郎 若手研究 TP53 は条件付きがん遺伝子なのか？ 

MD-09 下畑享良 基盤研究(C) 
脳出血に対する新規治療としての低酸素・低糖刺激ミクログリ
ア療法の検討 

MD-19 秋山治彦 基盤研究(B) 
骨格発生及び骨軟骨疾患における好気性・嫌気性 ATP 生合成の
関与に関する解析 

MD-20 中川敏幸 基盤研究(C) 記憶再生障害に起因する徘徊を予防する食品成分の解明 

MD-22 水谷晃輔 基盤研究(C) 
尿エクソソームを利用した尿路感染症診断法の開発と感染メカ
ニズムの解明 

MD-36 青木仁美 基盤研究(C) 
色素幹細胞を用いた神経分化抑制因子 Rest の幹細胞因子として
の機能解明 

MD-41 本橋 力 基盤研究(C) 
上皮-間葉系転換(EMT)を利用したダイレクトリプログラミング
法の開発 

MD-42 佐藤克哉 若手研究 
複数の CRISPR/Cas を用いた DNA 構造の改変と転写制御機構の
解析 

MD-43 山口 瞬 基盤研究(B) 海馬における記憶情報の表現メカニズムの解明 

MD-45 大沢匡毅 基盤研究(C) 新規尋常性白斑モデルマウスの作製と白斑発症機序の解明 

MD-48 手塚建一 挑戦的研究 (萌芽) 乳歯歯髄細胞を用いた HLA ゲノム改変 iPS 細胞ストックの構築 

MD-51 前川洋一 挑戦的研究 (萌芽) 慢性感染症研究から見出す新たな抗老化標的 

MD-51 前川洋一 
新学術領域研究 
(研究領域提案型)   

重力変化による極限ストレス下での免疫記憶の成立・維持・再
活性化の制御とその破綻 

MD-56 千田隆夫 基盤研究(C) 
APC 蛋白質の多角的解析-細胞内局在・上皮機能・神経機能から
臓器発生まで- 

MD-56 松田修二 基盤研究(C) 
PRDX1 を含む BRI2 ペプチド標的蛋白質によるアルツハイマー
病発症機構の解明 

MD-56 山田名美 若手研究  エクソソームの宛先決定メカニズムの解明 

MD-57 吉田和弘 基盤研究(B) 
Precision medicine に向けたゲノム解析に基づく胃がん新分類の
試み 

MD-58 飯塚勝美 基盤研究(C) 
グルコース感受性転写因子 ChREBP を介したケトン体代謝調節
機構の解明 

MD-60 岡田英志 基盤研究(B) 
間質液排泄機構にかかわる血管内皮グリコカリックスの機能解
析 
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登録番号 氏名 研究種目など 研究課題名 

MD-61 丹羽雅之 基盤研究(C) 
医療者教育アソシエイト/フェローシップ養成 LMS の開発と全
国展開 

MD-63 永井宏樹 基盤研究(B) Tn-seq を活用したレジオネラ病原性研究の新展開 

MD-64 柴田博史 研究活動スタート支援  甲状腺未分化がん発生機構の解明と新たな治療選択の開拓 

EG-02 横川隆志 基盤研究(C) 
常温で生育するメタン生成アーキアを活用した難合成タンパク
質産生系の開発 

EG-05 船曳一正 基盤研究(C) 従来未利用な赤外光で発電する高効率透明太陽電池 

EG-07 柴田 綾 基盤研究(C) 芳香族求核置換反応を利用した分子移動型プローブの開発 

EG-07 池田 将 基盤研究(A) (分担) 
分子ロボティクスによる糖尿病モデルマウス血糖値制御法の研
究  

EG-09 上田 浩 基盤研究(C) 三量体 G 蛋白質シグナルによるエクソソーム産生機構の解明 

EG-17 岡 夏央 基盤研究(C) 
グアノシン一リン酸合成酵素の反応機構解明と同酵素に応答し
て機能する分子の開発 

EG-21 大橋憲太郎 挑戦的研究 (萌芽) 
ゲノム編集技術による新規ストレス制御機構の探索と老年病治
療への応用 

EG-21 大橋憲太郎 基盤研究(B) 
ゴルジ体ストレスシグナルに着目した新たな老年病発症メカニ
ズムの解析 

EG-22 竹森 洋 岐阜市産官学連携事業 絶滅危惧生薬の栽培における休耕田の活用と特産品の創出 

EG-02 横川隆志 基盤研究(C) 
常温で生育するメタン生成アーキアを活用した難合成タンパク
質産生系の開発 

EG-05 船曳一正 基盤研究(C) 従来未利用な赤外光で発電する高効率透明太陽電池 

EG-07 柴田 綾 基盤研究(C) 芳香族求核置換反応を利用した分子移動型プローブの開発 

EG-07 池田 将 基盤研究(A)(分担) 
分子ロボティクスによる糖尿病モデルマウス血糖値制御法の研
究  

EG-09 上田 浩 基盤研究(C) 三量体 G 蛋白質シグナルによるエクソソーム産生機構の解明 

EG-17 岡 夏央 基盤研究(C) 
グアノシン一リン酸合成酵素の反応機構解明と同酵素に応答し
て機能する分子の開発 

EG-21 大橋憲太郎 挑戦的研究(萌芽) 
ゲノム編集技術による新規ストレス制御機構の探索と老年病治
療への応用 

EG-21 大橋憲太郎 基盤研究(B) 
ゴルジ体ストレスシグナルに着目した新たな老年病発症メカニ
ズムの解析 

EG-22 竹森 洋 岐阜市産官学連携事業 絶滅危惧生薬の栽培における休耕田の活用と特産品の創出 

AG-03 今泉鉄平 若手研究  加工操作による農産物内在ペクチンのグローバル構造変化 

AG-04 島田昌也 基盤研究(C) 
食事因子による単純性脂肪肝のエピジェネティック情報制御に
関する基盤的研究 

AG-07 落合正樹  
森下仁丹株式会社
(共同研究) 

DNA を用いたローズヒップの植物種判別方法の開発 

AG-10 中川 寅 基盤研究(C) 
細胞が多様な可溶型(プロ)レニン受容体を産生する生物学的意
味 

AG-10 海老原章郎 基盤研究(C)  
血管障害マルチマーカーの「その場」同時分析法の開発と糖尿
病合併症予見への展開 

AG-10 中川 寅 
一般財団法人ヘルス 
サイエンスセンター 

2019 年度研究助成金 

可溶型(プロ)レニン受容体のタイプ別定量法の確立 
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登録番号 氏名 研究種目など 研究課題名 

AG-10 橋本美涼 

一般財団法人血圧と 

ホルモン科学協会 

平成 31 年度レニン 

関連研究助成金 

(プロ)レニン受容体による中枢神経系構築メカニズムの解明 

AG-10 中川千春 
一般財団法人 

ホーユー科学財団 

2019 年度研究助成 

メラニンの生成と分解における(プロ)レニン受容体の役割 

AG-11 小山博之 基盤研究(B) 
多面的な環境耐性を制御する STOP1 転写制御系と進化の分子的
理解に関する研究 

AG-12 片畑伸一郎 基盤研究(C)  なぜヒノキは特定のジベレリンのみに花成応答するのか？ 

AG-13 中川智行 挑戦的研究(萌芽) 
低環境負荷型技術への実践的活用に向けた高メタノール環境適
応 C1 酵母の戦略的育種 

AG-13 中川智行 基盤研究(B) 
C1 微生物のレアアース依存型細胞機能を活用した新奇な作物生
育促進技術の開発 

AG-15 長岡 利 基盤研究(A) 
食品タンパク質由来の脂質代謝改善ペプチドに関する基盤的研
究 

AG-16 淺野 玄 基盤研究(C)  
アライグマとマングースをモデルにした侵略的外来哺乳類根絶
のための避妊ワクチン開発 

AG-24 椎名貴彦 基盤研究(C) 食道横紋筋運動を制御する中枢性および末梢性機構の解明 

AG-25 土田浩治 基盤研究(C) ワーカー産卵抑制とシグナルとしての体表炭化水素の進化 

AG-27 山内恒生 若手研究  Quercetin 誘導体による癌転移阻害の分子メカニズムの解明 

AG-29 齋藤正一郎 基盤研究(C) 
蝸牛の恒常性・形態形成におけるプロサポシンの機能的意義の
解明 

AG-32 酒井洋樹 基盤研究(C) 
犬血管肉腫に対する TRAIL 経路の活性化によるアポトーシス誘
導治療法の基礎的研究 

AG-33 中川敬介 
研究活動スタート支
援  

様々な動物を対象としたベータコロナウイルス-1 種に対する疫
学調査 

AG-36 福士秀人 基盤研究(B) 
ヘルペスウイルスによる致死性脳炎の発現機構解明および予防
法確立に向けた基礎的研究 

AG-37 西飯直仁 基盤研究(C) 
グルココルチコイドによるイヌ骨格筋におけるインスリン抵抗
性および筋萎縮の病態解明 

AG-39 向井 譲 基盤研究(C) 
針葉樹種子の胚乳を用いた胚致死遺伝子の解析法－他家受粉、
自然受粉種子への拡張- 

AG-42 杉山 誠 基盤研究(B) 
遺伝子操作系によるロタウイルス・ワクチン開発プラットフォ
ームの確立 

AG-45 西津貴久 

株式会社日清製粉グ
ループ本社(共同研
究) 

菓子等生地焼成品の経時耐性のメカニズム解明 

AG-45 西津貴久 
三菱ケミカルフーズ
株式会社(共同研究) 

小麦粉膨化食品のホイップ時音波特性と官能特性との相関 

AG-55 柳瀬笑子 基盤研究(C) 
ウーロン茶の生理機能発現メカニズム解析を指向した高分子ポ
リフェノールの構造研究 

AG-56 柴田早苗 基盤研究(C) 
猫のレミフェンタニル耐性メカニズムの解明に向けた比較麻酔
学的研究 
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登録番号 氏名 研究種目など 研究課題名 

AG-58 只野 亮 基盤研究(C) 
DNA 育種の実現にむけたウズラの産卵・産肉性に関与する遺伝
子座のゲノムマッピング 

AG-64 山根京子 基盤研究(C) 日本原産種ワサビにおける辛味成分の成立機構の解明 

AG-65 浅井鉄夫 基盤研究(A) 
ゲノム解析と数理解析を用いた動物の社会生活による薬剤耐性
菌の環境汚染の解析 

AG-72 清水将文 基盤研究(B) 
有用根圏細菌処理により植物に誘導される青枯病菌排除現象の
分子機構解明 

AG-73 中村浩平 基盤研究(C) 
石油のメタン発酵による石油増進回収－CO2 フリー水素供給源
創出の可能性の検証 

AG-77 猪島康雄 基盤研究(B) 
血清アミロイド A3 が関与する新たな粘膜免疫機構と腸管での感
染防御機能の解明 

AG-80 大西健夫 基盤研究(B) 
土壌における酸化還元反応の直接的制御は可能か？‐その可能性
と限界を探る‐ 

AG-85 稲垣瑞穂 基盤研究(C) ミルクを用いた乳幼児のための感染症予防素材の創出 

DM-04 本田 諒 若手研究  
変異型 Ras に高親和性かつ特異的に結合するタンパク質を用い
た新規抗がん剤の開発 

RY-01 景山幸二 

農林水産業食品産業
科学技術研究推進 
事業実用技術開発 
ステージ 
(現場ニーズ対応型) 

産地崩壊の危機！リスク軽減によるサトイモ疫病総合防除対策

技術確立試験 

RY-01 景山幸二 

農林水産省委託プロ
ジェクト研究(有害
動植物の検出・同定
技術の開発) 

農林水産分野における気候変動対応のための研究開発 - 有害

動植物の検出・同定技術の開発 

RY-01 景山幸二 
科学研究費補助金
(分担) 

日本における樹木疫病菌被害の発生リスク評価 

RY-03 石黒 泰 基盤研究(C) 浄化槽の真の微生物漏出リスクの解明 

HA-01 鈴木健一 基盤研究(B) 
糖脂質による受容体活性制御機構の高精度 1 分子観察による解
明 

HA-01 鈴木健一 
新学術領域研究 
(研究領域提案型)   

リポクオリティによるシグナル伝達制御機構の高精度 1 分子観
察による解明 

HA-01 鈴木健一 
科学技術振興機構 
CREST 

高精度 1 分子観察によるエクソソーム膜動態の解明   

HA-01 鈴木健一 
武田科学振興財団 
特定研究助成  

糖鎖機能の化学的制御と 1 分子追跡による免疫賦活化の新規戦
略               

HA-01 安藤弘宗 基盤研究(A) 糖鎖プローブを用いた細胞膜微小領域の構造と機能の精解 

HA-02 木塚康彦 基盤研究(C) 
神経変性促進分子「バイセクト糖鎖」の選択的発現機構と作動
原理の解明 

LS-02 須賀晴久 

農林水産省委託プロジ
ェクト研究 国産農産
物中のかび毒及びかび

毒類縁体の動態解明並
びに汚染の防止及び低
減に関する研究 

DNA ストリップによる麦類赤かび病菌のトリコテセン毒素型簡

易判定法の開発 
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登録番号 氏名 研究種目など 研究課題名 

LS-02 

Sultana 
Sharmin 

(大学院生) 

(公財) 飯島 藤十郎 
記念食品科学振興財団 

外国人留学生研究助成  

イネばか苗病菌 フザリウム・フジクロイのフモニシン産生遺伝

子の多様性解明 

LS-03 下澤伸行 

厚生労働科学研究費補

助金(難治性疾患克服
研究事業)(分担) 

ライソゾーム病(ファブリ病含む)に関する調査研究 

LS-03 下澤伸行 
日本医療研究開発機構 
成育疾患克服等総合研
究事業(分担) 

新生児マススクリーニング対象拡充の候補疾患を学術的観点から

選定・評価するためのエビデンスに関する調査研究 

LS-03 下澤伸行 
日本医療研究開発機構 
難治性疾患実用化研究

事業(分担) 

疾患特異的 iPS細胞とモデルマウスを用いた Aicardi-Goutieres症
候群の中枢神経系炎症病態解明と治療薬開発・発症前診断の基盤構
築 

LS-07 犬塚俊康 基盤研究(C) 
天然長鎖ポリオール化合物の利活用・機能解明のための化合物同
定・生物活性評価 

LS-09 高島茂雄 
AMED 難治性疾患実
用化研究事業(分担) 

モデル動物等研究コーディネーティングネットワークによる希
少・未診断疾患の病因遺伝子変異候補の機能解析研究 
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(6) ゲノム研究分野教員の教育研究活動等 

 

① 教育活動 

大学院連合創薬医療情報研究科（下澤） 

  代謝病態制御学特論 

医学部（下澤） 

 テュトーリアル「成育」コース小児病態学 

 「遺伝性小児神経筋疾患」2 時間 

医学部テュトーリアル選択配属（下澤、高島） 

  2 名、10 週間 

大学院連合農学研究科（須賀） 

主・副指導教員 

大学院自然科学技術研究科（須賀） 

分子植物病学特論 1 単位 

主・副指導教員 

応用生物科学部（須賀） 

応用植物科学実験実習 I  2 単位 11 人で分担 

植物病理学 2 単位 2 人で分担（8 回講義分） 

微生物学 2 単位 2 人で分担（8 回講義分） 

卒業研究 6 単位 

医学部（高島） 

 テュトーリアル「成育」コース小児病態学 

 「発生遺伝学」2 時間 

医学部（高島） 

 生命科学実習特別講義 

 「生命科学実験の実際」2 時間 

 

学外での講義 

（なし） 

 

② 研究活動 

＜学術論文＞ 

（英文著書） 

1. Imanaka T, Shimozawa N (Eds.), Peroxisomes: Biogenesis, Function, and Role in Human Disease, 

Springer, 2020, pp1-279 

 

（和文著書） 

1. 下澤伸行：副腎白質ジストロフィー・ペルオキシソーム病と遺伝カウンセリング 遺伝子医

学 MOOK 別冊シリーズ４最新小児・周産期遺伝医学研究と遺伝カウンセリング pp195-200. 
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メディカルドウ. 大阪. 2019 年 11 月 

2. 日本先天代謝異常学会編：副腎白質ジストロフィー（ALD）診療ガイドライン 2019 作成委

員長 下澤伸行 p1-46. 診断と治療社. 東京. 2019 年 11 月 

 

（英文原著） 

1. Matsuda Y, Morino H, Miyamoto R, Kurashige T, Kume K, Mizuno N, Kanaya Y, Tada Y, Ohsawa R, 

Yokota K, Shimozawa N, Maruyama H, Kawakami H. Biallelic mutation of HSD17B4 induces middle 

age-onset spinocerebellar ataxia. Neurol Genet. 16;6: e396（2020） 

2. Hama K., Fujiwara Y., Takashima S., Hayashi Y., Yamashita A., Shimozawa N., Yokoyama K. (2020). 

“Hexacosenoyl-CoA is the most abundant very long-chain acyl-CoA in ATP-binding cassette transporter 

D1-deficient cells.“ Journal of lipid research 61, 523-536. 

3. Masanto, Hieno A., Wibowo A., Subandiyah S., Shimizu M., Suga H., Kageyama K. (2019) “Genetic 

diversity of Phytophthora palmivora isolates from Indonesia and Japan using rep-PCR and microsatellite 

markers“ Journal of General Plant Pathology 85 367-381 

4. Sultana S., Kitajima M., Kobayashi H., Nakagawa H., Shimizu M., Kageyama K., Suga H. (2019) “A 

natural variation of fumonisin gene cluster associated with fumonisin production difference in fusarium 

fujikuroi“ Toxins 11 200 

5. Suga H., Arai M., Fukasawa E., Motohashi K., Nakagawa H., Tateishi H., Fuji S., Shimizu M., 

Kageyama K., Hyakumachi M. (2019) “Genetic differentiation associated with fumonisin and gibberellin 

production in Japanese Fusarium fujikuroi“ Applied and Environmental Microbiology 85 e02414-18 

6. Feng W., Otsubo K., Hieno A., Suga H., Kageyama K. (2019) “A simple loop-mediated isothermal 

amplification assay to detect Phytophthora colocasiae in infected taro plants“ Journal of General Plant 

Pathology 85 337-346 

7. Hieno A., Li M., Afandi A., Otsubo K., Suga H., Kageyama K. (2019) “Rapid detection of Phytophthora 

nicotianae by simple DNA extraction and real-time loop-mediated isothermal amplification 

assay“ Journal of Phytopathology 167 174-184 

8. Feng W., Hieno A., Kusunoki M., Suga H., Kageyama K. (2019) “LAMP detection of four plant-

pathogenic oomycetes and its application in lettuce fields“ Plant Disease 103 298-307 

9. Afandi A., Hieno A., Wibowo A., Subandiyah S., Afandi, Suga H., Tsuchida K., Kageyama K. (2019) 

“Genetic diversity of Phytophthora nicotianae reveals pathogen transmission mode in Japan“ Journal of 

General Plant Pathology 85 189-200 

10. Marian M., Morita A., Koyama H., Suga H., Shimizu M. (2019) “Enhanced biocontrol of tomato bacterial 

wilt using the combined application of Mitsuaria sp. TWR114 and nonpathogenic Ralstonia sp. 

TCR112“ Journal of General Plant Pathology 85 142-154 

11. Nishioka T., Marian M., Kobayashi I., Kobayashi Y., Yamamoto K., Tamaki H., Suga H., Shimizu M. 

(2019) “Microbial basis of Fusarium wilt suppression by Allium cultivation“ Scientific Reports 9 1715 

12. Tateishi H., Miyake T., Suga H. (2019) “Polymorphism and expression level of CYP51 (cytochrome 

P450) and sensitivity to ipconazole in Fusarium fujikuroi isolates“ Journal of Pesticide Science 44 25-32 
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13. Hamamoto A., Isogai R.., Maeda M., Hayazaki M., Horiyama E., Takashima S., Koketsu M., Takemori 

H. (2020) “The High Content of Ent-11α-hydroxy-15-oxo-kaur- 16-en-19-oic Acid in Adenostemma 

lavenia (L.) O. Kuntze Leaf Extract: With Preliminary in Vivo Assays.” Foods (Basel, Switzerland) 9. 1. 

14. Almunia J., Nakamura K., Murakami M., Takashima S., Mori T., Takasu M. “Sexual precocity in male 

microminipigs evaluated immunohistologically using spermatogonial stem cell markers.” (2019) 

Theriogenology 130, 120-124. 

 

（和文総説） 

1. 下澤伸行：ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを除く） 指定難病ペディア 2019 日

本医師会雑誌 148 特別号(1) 286. 2019 年 6 月 

2. 下澤伸行：副腎白質ジストロフィーマススクリーニング国内導入に向けての現状と課題と提

案. 日本マススクリーニング学会誌 29(3) 245-248. 2019 年 12 月 

 

＜学会発表＞ 

（招待講演・シンポジウム） 

1. 副腎白質ジストロフィーマススクリーニング国内導入に向けての現状と課題と提案. 

下澤伸行：日本マススクリーニング学会（第 46 回） 2019 年 11 月 那覇 

2. 広くて深い脂肪酸の世界. 高島茂雄. 令和元年度床岳後援会「油脂が魅せる健康・疾患・伝達」 

2019 年 11 月 岐阜 

 

（国際） 

1. Multiplex LAMP detection of Phytophthora ramorum, P. kernoviae and P. lateralis with plant universal 

primer set as an internal control. Ayaka Hieno, Kayoko Otsubo, Haruhisa Suga, Koji Kageyama Asian 

Mycology in Mie（AMC2019） 2019 年 10 月  

2. A new Pythium species causing lettuce wilt. Akihiro Hayano, Kensuke Yamada, Ayaka Hieno, Haruhisa 

Suga, Koji Kageyama Asian Mycology in Mie（AMC2019） 2019 年 10 月  

3. Distribution of mating types of Phytophthora colocasiae in Japan. Koji Kageyama, Wenzhuo Feng, 

Ayaka Hieno, Kayoko Otsubo, Haruhisa Suga Asian Mycology in Mie（AMC2019） 2019 年 10 月  

 

（国内） 

1. 国内の農作物におけるフモニシン産生性 Fusarium 属菌の分布状況に関する検討 小池義浩, 

吉成知也, 須賀晴久, 中川博之, 清水公徳, 高橋治男, 工藤由起子, 渡辺麻衣子第 40 回日本食

品微生物学会学術総会 2019 年 11 月  

2. 植物ユニバーサルプライマーを内部コントロールとして用いた Multiplex LAMP による輸入検

疫有害菌 日恵野綾香, 大坪佳代子, 須賀晴久, 景山幸二 日本植物病理学会関西部会 2019 年

9 月  

3. 3 種 Pythium 属菌によるトレニア根腐病（新称）林 美希, 日恵野綾香, 大坪佳代子, 須賀 晴久, 

景山幸二 日本植物病理学会関西部会 2019 年 9 月  
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4. Restoration of gibberellin producibility in a Fusarium fujikuroi F-group strain by G-group P450-2 

integration Bao Wanxue, Nagasaka Takuya, Inagaki Shin, Tatebayashi Sho, Shimizu Masafumi, 

Kageyama Koji, Suga Haruhisa 日本植物病理学会関西部会 2019 年 9 月  

5. 伝統農法“ネギ類の混植・輪作”による土壌伝染性植物病害抑制機構を微生物生態学的視点から

紐解く 西岡友樹, Marian Malek, 小林一成, 小林裕子, 山本京祐, 玉木秀幸, 須賀晴久, 清水将

文 日本微生物生態学会 第 33 回大会 2019 年 9 月  

6. ジベレリンとフモニシンのイネ苗生育への複合作用 須賀晴久, Bao Wanxue, Sultana Sharmin, 

舘林将, 臼井綾子, 清水将文, 景山幸二 第 1２回フザリウム研究会 2019 年 9 月  

7. 二次代謝物の生産性から見えてくる真のイネばか苗病菌 Fusarium fujikuroi 須賀晴久, 清水将

文, 景山幸二 平成 31 年度(第 54 回)植物感染生理談話会 2019 年 8 月 

8. イネ苗生育に対するフモニシンの影響 須賀晴久, Bao Wanxue, Sultana Sharmin, 舘林将, 臼井

綾子, 清水将文, 景山幸二 日本マイコトキシン学会 第 84 回学術講演会 2019 年 8 月 

9. γ-グルタミル-S-アリルシステイン添加によるフザリウム病抑止土壌化 西岡友樹, 髙橋俊行, 

森田明雄, 須賀晴久, 清水将文 日本土壌微生物学会 2019 年度大会 2019 年 6 月 

10. Identification of pathogenic metabolites using exhaustive analysis of fatty acids. Shigeo Takashima, 

Kayoko Toyoshi, Akiko Ohba, Nobuyuki Shimozawa.  第 61 回日本先天代謝異常学会総会 2019 年 

10 月 

 

③ 社会活動 

1. 難病情報センター情報企画委員 

2. 岐阜県中央子ども相談センター児童処遇専門部会委員 

3. NPO 法人「ALD 未来を考える会」顧問医 

 

 

(7) 補助金関連採択状況 

下澤伸行 

1. 平成 29‐令和元年度 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）分担研究者 「ラ

イソゾーム病(ファブリ病含む)に関する調査研究」：1,900 千円（700 千円） 

2. 日本医療研究開発機構 令和元年度 成育疾患克服等総合研究事業 分担研究者 

「新生児マススクリーニング対象拡充の候補疾患を学術的観点から選定・評価するためのエビ

デンスに関する調査研究」：230 千円 

3. 日本医療研究開発機構 令和元年度 難治性疾患実用化研究事業 分担研究者 

「疾患特異的 iPS 細胞とモデルマウスを用いた Aicardi-Goutieres 症候群の中枢神経系炎症病態

解明と治療薬開発・発症前診断の基盤構築」：500 千円 

4. 日本医療研究開発機構 平成令和元年度 難治性疾患実用化研究事業 研究協力者「小児・周産

期領域における難治性疾患の統合オミックス解析拠点形成」 

5. 令和元年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）

研究協力者「新生児マススクリーニング 検査に関する疫学的・医療経済学的研究」 
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6. 日本医療研究開発機構 令和元年度 臨床ゲノム情報統合データベース整備事業 研究協力者

「真に個別患者の診療に役立ち領域横断的に高い拡張性を有する変異・多型情報データベー

スの創成」 

 

須賀晴久 

7. 農林水産省委託プロジェクト研究 (国産農産物中のかび毒及びかび毒類縁体の動態解明並び

に汚染の防止及び低減に関する研究) (課題責任者)「DNA ストリップによる麦類赤かび病菌の

トリコテセン毒素型簡易判定法の開発」 2,373 千円 

 

高島茂雄 

8. AMED 難治性疾患実用化研究事業（分担）平成 30－令和元年度「モデル動物等研究コーディ

ネーティングネットワークによる希少・未診断疾患の病因遺伝子変異候補の機能解析研究」  

960 千円 

 

 

(8) 新聞報道 

1. 「生命科学 原理学んだ 岐阜大で中学生 DNA 鑑定」 

中日新聞 令和元年 8 月 17 日（土） 掲載 

 

2. 「中学生、DNA 鑑定体験 岐阜大 コメの品種を見分ける」 

岐阜新聞 令和元年 8 月 17 日（土） 掲載 

 

3. 「生命科学 興味持って 岐阜大・遺伝子実験に高校生」 

中日新聞 令和元年 8 月 29 日（金） 掲載 

  



90 
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